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再
発
見
・
牛
久 

第
二
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

関
東
郡
代
・
伊
奈
忠
治
に
よ
っ
て

今
日
の「
牛
久
沼
」が
造
ら
れ
た

　

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

期（
徳
川
第
３
代
将
軍
家
光
治
政
下
の

寛
永
７
年（
１
６
３
０
年
）に
か
け
て
）、

初
代
の
代
官
頭（
の
ち
の
関
東
郡
代
）伊

奈
忠
次
、
同
２
代
忠
政
、
同
３
代
忠
治

ら
総
指
揮
の
下
で
日
本
の
治
水
史
上
に

お
い
て
も
歴
史
的
な
大
普
請
で
、利
根
・

小
貝
両
川
の
流
路
が
変
更
さ
れ
た
。

　

利
根
・
小
貝
両
川
の
流
路
変
更
で
、

牛
久
沼
と
小
貝
川
が
ひ
と
続
き
に
な
る

と
、
豪
雨
と
も
な
れ
ば
牛
久
沼
の
水
が

氾
濫
し
、
小
貝
川
の
水
が
牛
久
沼
内
に

逆
流
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
忠
治
が
、
牛
久
沼
内
に
か
こ
い
の

２
０
０
０
間
堤（
土
手
）を
築
い
て
、
概
お
お
む

ね
今
日
の
牛
久
沼
を
造
っ
た
。

伊
奈
家
に
ち
な
ん
だ
村
名「
伊
奈
村
」成

立―

茨
城
・
埼
玉
両
県
下
に―

　

昭
和
28
年（
１
９
５
３
年
）８
月
、
町

村
合
併
促
進
法
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
以

降
全
国
的
に
町
村
の
合
併
が
進
め
ら
れ

る
中
で
、
同
29
年
７
月
に
茨
城
県
筑
波

郡
最
南
端
の
豊
・
谷
井
田
・
三
島
・
小
張
・

久
賀（
一
部
）・
板
橋
六
カ
村
の
合
併
に

よ
っ
て「
伊
奈
村
」が
成
立
し
た
。
村
名

伊
奈
の
由
来
は
、
概
ね
２
点
あ
っ
た
。

伊
奈
忠
治
が
寛
永
２
年（
１
６
２
５
年
）

に
小
張
村
に
出
先
の
拠
点「
陣
屋（
関
東

郡
代
職
の
屋
敷
は
江
戸
馬ば
く
ろ
う喰

町
に
あ

り
、
こ
こ
は
出で

ば

り張
陣
屋
で
あ
っ
た
）」を

置
い
て
い
た
こ
と
と
、
西
南
部
に
位
置

し
て
い
る
水
田
が
、
忠
治
が
開
発
し
た

谷
和
原
３
万
石
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
だ
っ
た
。
伊
奈
村
は
昭
和
60
年
４

月
１
日
を
も
っ
て
町
制
を
施
行
し
、
平

成
18
年
３
月
27
日
に
谷
和
原
村
と
の
合

併
に
よ
り「
つ
く
ば
み
ら
い
市
」に
な
っ

た
。

　

も
う
一
方
、
埼
玉
県
北
足
立
郡
下

に「
伊
奈
町
」
が
あ
る
。
こ
の
伊
奈
町

の
由
来
も
、
伊
奈
忠
次
が
天
正
18
年

（
１
５
９
０
年
）８
月
に
代
官
頭
に
就
任

し
て
間
も
な
く
陣
屋
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
の
場

合
は
昭
和
18
年（
１
９
４
３
年
）７
月
に

伊
奈
村
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。

伊
奈
忠
治
の
眼
病
治
癒
祈
願

―

32
カ
村
村
民
が
薬
師
如
来
堂
建
立―

　

忠
治
は
寛
永
７
年
に
相
馬
２
万
石
の

新
田
32
カ
村
余（
旧
藤
代
町
の
大
部
分

と
旧
取
手
市
の
一
部
外
）
を
造
成
し
て

い
る
。
同
新
田
造
成
中
、
忠
治
が
目
を

わ
ず
ら
い
苦
労
し
て
い
た
の
で
、
同
32

カ
村
の
村
人
が
そ
の
回
復
を
祈
っ
て
、

毛
有
村（
旧
藤
代
町
・
現
取
手
市
）に
薬

師
如
来
像（
５
寸
５
分
の
金き

ん

む

く

無
垢
の
立

派
な
）
を
本
尊
と
す
る
薬
師
如
来
堂
を

建
立
し
て
い
る
。
こ
の
堂
は
33
年
に
１

度
の
祭
礼
の
際
、
厨ず

し子
の
と
び
ら
を
開

い
て
薬
師
如
来
像
を
開
帳
す
る
し
き
た

り
が
あ
る
。

伊
奈
神
社（
谷
原
３
万
石
開
発
の
祖　

伊
奈
家
を
祭
神
と
し
て
建
立
）

　

小
貝
川
に
設
け
ら
れ
て
い
る
福
岡

堰せ
き（

現
つ
く
ば
み
ら
い
市
福
岡
）は
、
桜

の
名
所
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の

福
岡
堰
を
見
下
ろ
す
高
台
に
ひ
っ
そ

り
と
建
つ
伊
奈
神
社
が
あ
る
。
伊
奈
神

社
は「
伊
奈
家
」を
祭
神
と
し
て
昭
和
16

年（
１
９
４
１
年
）に
福
岡
堰
普
通
水
利

組
合（
福
岡
堰
土
地
改
良
区
の
前
身
）に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
伊
奈
家
が
神
と

し
て
人
々
に
拝
み
奉
ら
れ
て
い
る
の

は
、
伊
奈
家
が
当
地
谷
和
原
３
万
石
の

水
田
の
開
祖
で
あ
り
、
開
発
さ
れ
た

村

（々
現
在
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
外
）の

子
孫
が
繁
栄
し
、
ま
た
同
地
が
伊
奈
家

が
設
置
し
た
福
岡
堰
よ
り
取
水
し
て
い

て
、
水
田
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

※
再
発
見
・
牛
久
第
一
話
の
中
に「
常

陸
国
猿
島
郡
」と
あ
る
の
を「
下
総
国

猿
島
郡
」に
訂
正
し
ま
す
。

伊奈神社（所在地・つくばみらい市福岡）　

写真提供：つくばみらい市

各時代の歴史よりこぼれ話

伊
奈
家
ゆ
か
り
の
町
村
名
と

　
　
　

伊
奈
神
社
・
薬
師
如
来
堂


